
「令和６年能登半島地震」

復旧・復興に向けた取り組み

中能登森林組合



中能登森林組合地域概要

管内の概要
中能登森林組合管内は、能登半島の中央部に位置し、波穏や

かな七尾湾・富山湾といった内浦と日本海に面し西北季節風の
影響を強くうける外浦にまたがる２市３町（七尾市、羽咋市、
志賀町、宝達志水町、中能登町）を範囲としており、平野部は
石動山系と眉丈山系に挟まれた邑知地溝帯が、羽咋市から七尾
市まで細長く中央部に広がり、その北部には標高３００ｍ以下
の中能登丘陵が広がっています。

林業では、能登最高峰の宝達山（６３７ｍ）や国指定史跡で
山岳信仰の拠点となっていた石動山の麓等で、県平均を上回る
人工林率５１％と豊かな森林が育成されています。
また、農業では、邑知地溝帯を中心とした稲作や砂丘地を中

心としたすいか、ぶどう等が県内有数の園芸産地となっていま
す。



○ 民有林面積は約５０千ｈａ（県内の２０％）であり、うち人工林は約２６千ｈａ（県内の２６％）である。

人工林率は５１％となっている。

○ 森林資源は毎年260千㎥増加し、現在の蓄積は約19,000千㎥。利用が可能な段階。

○ 人工林資源が豊富であるが、供給量は年間19,000㎥と低位な状況。効率的な安定供給体制の構築に取り組むことが必要。

○ 一方、日本海側屈指の大型合板工場があり、合板需要は国産材への急速な原料転換により１０年前の約１．５倍に増加している。

中能登森林組合地域概要

管内の森林の概況
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中能登森林組合の概要

◇平成２１年に羽咋、中能登、越路、七尾市、鹿北
の５組合が合併し設立

【本所・羽咋支所】

【七鹿支所】

▷組合員数 ７，８５９名（準組合員含む）

▷出資金 ２５７，１０９千円

▷役員数 ２２名

▷職員数 ４１名

▷協力事業体 ６社（主に森林整備）

▷施設の状況 ２支所

（内森林経営プランナー１名、森林施業プランナー８名、内技能職員２１名）



中能登森林組合の概要

事業実績（令和５年度）

指導事業 7,139（千円）

販売事業 177,894（千円）

森林整備事業 341,424（千円）

利用事業   29,517（千円）

購買事業       10,020（千円）
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震災発生後の状況

山地崩壊により発生した土砂ダム
（河内地内）

地震により発生した山地崩壊
（河内地内）



震災発生後の状況（交通インフラの寸断）

山地崩壊・倒木による道路の寸断
（地保地内）

山地崩壊・倒木による道路の寸断
（河内地内）



交通インフラの復旧支援

倒木処理作業の様子
（県道 輪島富来線）

倒木処理作業の様子
（七尾市内市道）



交通インフラの復旧支援

倒木処理作業の様子



中能登森林組合が今すべきことは？

当管内は、甚大な被害が発生した能登地域の復興を進めて
いくための「最前線に位置する大変重要な地域」

一日も早い復旧・復興に向け、中能登森林組合が今すべきこ
とは・・・・・・



被害の復旧に向けた取り組み

•木材の増産に向けた取り組み

奥能登地域からの木材生産量の減少が見込まれる中、復旧・復興に
向けた木材需要の増加に対応するため、施業地を当初計画より拡大し、
木材生産量をこれまでの約１.５倍以上に増産する方針を決定。

•奥能登地域の林業事業者の雇用確保の取り組み

被害が甚大な奥能登地域の林業事業者の雇用継続に資するため、隣
接する当管内において主・間伐等の施業地を積極的に確保し、被災
林業者を受け入れて就業フィールドとして提供する。



奥能登地域の林業事業者の雇用確保の取り組み

奥能登地域の林業事業者受入現場の安全パトロールの状況



木材の増産に向けた取り組み

県中能登農林総合事務所と森林施業ﾌﾟﾗﾝﾅｰ・
作業班長との増産に向けた協議

集約化に向けた地区説明会
（中能登町久江地区）



木材の増産に向けた取り組み

Googleのスプレッドシートを活用して、全現場の作業工程・進捗
を全プランナーで共有



木材の増産に向けた取り組み

【森林整備スケジュールの管理】

・職員全員が施業地の規模、事業期間等の情報を共有

・上記情報を県中能登農林総合事務所森林部と共有

主伐 １３団地 １５ha、利用間伐 １８団地 １８６ha

就業フィールドを含むR6計画



今年度導入したハーベスタ・フォワーダ

木材の増産に向けた取り組み



私たちは木を切ることで、田舎を支えています。
健全に育った山林は、土砂災害を防ぎ、地球環境
を保全します。

能登の里山を守る、それが私たちの生き方です。

田舎を愛する人・祭り好きな人・アウトドア
が好きな人、が多く在籍しています。土日祭日
はお休み、残業もありませんので、自分を大事
に働きたい方にオススメです。研修制度（資格
取得）も充実しており、しっかりサポートしま
す。

自分の田舎を守るという働き方。ここにあります

石川deジャングル

公益財団法人石川県林業労働対策基金



中能登森林組合
令和６年８月28日

ご清聴ありがとうございました。
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